
  
 

 

 
 

文
化
講
演
会(

我
孫
子
市
後
援)

＆
総
会
の
開
催 

 

５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け

が「
５
類
感
染
症
」に
な
り
ま
し
た
。
日
常
の
生
活
も
漸
く
以

前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

今
年
も
昨
年
に
続
き
一
堂
に
会
し
て
の
総
会
を
開
催
し
ま

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
総
会
の
前
に
は
同
じ
会

場
で
山
本
鉱
太
郎
氏
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
の
で

併
せ
て
ご
案
内
し
ま
す
。
（参
加
費
３
０
０
円
、
会
員
無
料
） 

 日
時 

 

６
月
９
日
（金
）
１４
時
～ 

文
化
講
演
会 

１６
時
～ 

総
会 

 
 

 
 

 

場
所 

あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル 

 文
化
講
演
会(

我
孫
子
市
後
援) 

「白
樺
派
の
文
人
た
ち
の
我
孫
子
時
代
・そ
の
後
」 

講
師 

山
本
鉱
太
郎
氏 

講
師
紹
介 

 

旅
行
作
家
・劇
作
家 

 

・略
歴
：１
９
２
９
年
：東
京
深
川 

 

木
場
に
生
ま
れ
る 

群
馬
大
学
工
学
部
応
用
化
学 

科
卒
業 

流
山
に
居
住
し
て
ふ
る
さ
と 

運
動
を
続
け
て
い
る
。 

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
名
誉
会
員 

・著
書
：「
新
利
根
川
図
志
」(

上
・下)

、 

「
房
総
街
道
繁
盛
記
」 

「
旧
水
戸
街
道
繁
盛
記
」(

上
・下) 

「
日
本
列
島
な
ぞ
ふ
し
ぎ
旅
」(

全
７
巻) 

「
奥
の
細
道
な
ぞ
ふ
し
ぎ
旅
」(

上
・下) 

「
小
林
一
茶
な
ぞ
ふ
し
ぎ
旅
」 

「
白
樺
派
の
文
人
た
ち
と
手
賀
沼
」、
そ
の
他
多
数 

 

ご
講
演
概
要 

 

手
賀
沼
は
、
大
正
の
は
じ
め
頃
、
砂
底
か
ら
水
が
し
き
り

と
噴
き
上
げ
、
水
が
澄
ん
で
美
し
い
沼
で
あ
っ
た
。
夕
方
と
も

な
れ
ば
沼
に
逆
さ
富
士
が
映
り
、
ま
わ
り
の
丘
や
森
も
シ
ル
エ

ッ
ト
と
な
っ
て
旅
情
ま
た
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。 

東
京
か
ら
国
鉄
で
わ
ず
か
一
時
間
た
ら
ず
の
所
に
そ
ん
な

に
す
ば
ら
し
い
自
然
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
正
年

間
東
京
の
文
士
や
画
家
た
ち
が
何
人
も
住
み
つ
き
、
一
時
さ

さ
や
か
な
が
ら
文
士
村
の
感
を
呈
し
た
。
志
賀
直
哉
や
武
者

小
路
実
篤
、
柳
宗
悦
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・リ
ー
チ
ら
も
住
み
、
そ

の
こ
と
は
多
く
の
文
学
作
品
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
大
正
中
・後
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
文
士
達
は

次
々
に
我
孫
子
を
去
っ
て
い
っ
た
。
大
正
七
年
九
月
武
者
小
路

は
、
原
始
共
産
社
会
を
夢
み
て「
新
し
き
村
」を
作
る
べ
く
九
州

の
日
向
へ転
居
。
翌
八
年
に
は
柳
邸
に
あ
っ
た
リ
ー
チ
の
窯
が

火
災
に
遭
っ
て
リ
ー
チ
は
シ
ョ
ッ
ク
の
余
り
母
国
英
国
へ帰
っ
て

し
ま
っ
た
。 

そ
し
て
大
正
一
〇
年
、
柳
一
家
も
七
年
い
た
我
孫
子
を
い
よ

い
よ
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
京
で
一
人
暮
ら
し
し
て
い
る
年

老
い
た
母
と
一
緒
に
い
た
い
た
め
だ
っ
た
。
関
東
大
震
災
が
あ
っ

た
年
の
春
に
は
志
賀
直
哉
も
我
孫
子
を
引
き
払
っ
て
京
都
に

移
っ
た
。
こ
う
し
て
白
樺
派
の
人
た
ち
は
す
べ
て
我
孫
子
か
ら

姿
を
消
し
、
彼
ら
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
た
同
人
誌「
白
樺
」

も
、
関
東
大
震
災
の
年
つ
い
に
廃
刊
と
な
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
我
孫
子
を
去
っ
た
人
た
ち
は
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
。
我
孫
子
在
住
時
代
の
資
料
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
そ
の
後

の
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
よ
く
は
わ
か
ら
な
い
点
が
多
く
関

心
も
薄
い
。 

そ
こ
で
今
回
は
、「
白
樺
派
の
文
人
た
ち
の
我
孫
子
時
代
・そ

の
後
」と
題
し
て
、
旅
行
作
家
の
山
本
鉱
太
郎
氏
に
語
っ
て
頂

く
こ
と
に
し
た
。 

ま
さ
に
波
乱
万
丈
の
後
半
生
。
武
者
小
路
の「
新
し
き
村
」

運
動
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。
柳
宗
悦
の
全
国
民
藝
運
動
は

成
功
し
た
の
か
、
晩
年
の
志
賀
直
哉
は…

…

と
白
樺
派
の
物

語
は
つ
づ
く
。 

 

嘉
納
治
五
郎
銅
像
設
置
３
周
年 

 天
神
山
緑
地
（嘉
納
治
五
郎
別
荘
跡
）に
嘉
納
治
五
郎
銅

像
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
今
年
４
月
１５
日
で
丸
３
年
目
を
迎
え

た
。
３
年
前
の
こ
の
時
期
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
流
行
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
事
前
に
準
備
を
整
え
て
い
た
当

日
の
除
幕
式
は
残
念
な
が
ら
取
り
止
め
と
な
り
、
役
員
を
始

め
と
す
る
関
係
者
だ
け
の
さ
さ
や
か
な
除
幕
と
な
っ
た
。 

３
年
目
の
今
年
４
月
１５
日
は
、
役
員
と
関
係
者
だ
け
の
記

念
写
真
を
撮
る
と
い
う
計
画
が
あ
っ
た
が
、
生
憎
の
大
雨
で
こ

れ
ま
た
中
止
と
な
っ
た
。
（写
真
は
近
影
の
嘉
納
治
五
郎
銅
像
） 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
て
い
る
土
地
は
我
孫
子

市
の
土
地
で
あ
り
、
当
会
は
市
に
対
し「
公
園
施
設
設
置
（管

理
）許
可
申
請
書
」を
提
出
し
我
孫
子
市
か
ら「
許
可
書
」を 

貰
っ
て
い
る
。
設
置
（管
理
）

の
期
間
は
３
年
間
で
、
今
回

そ
の
延
長
を
申
請
し
、
引
き

続
き
許
可
さ
れ
た
。
参
考

ま
で
に
そ
の「
許
可
書
」
を

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

 

水
の
館
近
く
に
に
植
樹
し
た
桜
、
今
年
も
開
花 

 

手
賀
沼
親
水
広
場
。
水
の
館
近
く
に
当
会
が
植
樹
し
た
陽
光

桜
（ヨ
ウ
コ
ウ
ザ
ク
ラ
）が
３
月
２０
日
満
開
に
な
っ
た
。 

陽
光
桜
は
、「
天
城
吉
野
（ア
マ
ギ
ヨ
シ
ノ
）」と「
寒
緋
桜
（カ
ン

ヒ
ザ
ク
ラ
）」と
の
交
配
に
よ
り
生
ま
れ
た
桜
で
寒
い
地
域
で
も

暑
い
地
域
で
も
栽
培
可
能
な
品
種
。
鮮
や
か
な
紅
紫
色
で
一
重 

咲
き
、
大
輪
の
花
を
下
向 

き
に
咲
か
せ
る
。
花
付
き 

が
良
く
、
大
き
く
成
長
す 

る
と
大
変
美
し
く
見
応
え 

が
あ
る
と
さ
れ
る
。 

残
念
な
が
ら
当
会
の
桜 

の
木
は
ま
だ
細
く
花
も
そ 

う
沢
山
は
付
け
て
な
い
が
、 

将
来
大
木
に
な
り
、
大
輪
の
花
が
付
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

１ 令和５年５月１日             我孫子の文化を守る会                   第１９３号 

あ
び
こ
の
文
化

化 
 

 
発行人 
美崎 大洋 
我孫子市 
高野山 
２５０－２３ 
０４（７１８２） 
   ０８６１ 
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「
美
し
い
手
賀
沼
を
愛
す
る
市
民
の
連
合
会
」 

活
動
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牧
田 

宏ひ
ろ

恭ゆ
き 

（
会
員
） 

  

私
は「
美
し
い
手
賀
沼
を
愛
す
る
市
民
の
連
合
会
（会
長
：八

鍬
雅
子
氏
、
略
称「
美
手
連

び

て

れ

ん

」）の
運
営
委
員
と
し
て
昨
年
後
半

か
ら
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
昨
年
発
行
の
当
会
会
誌

「
あ
び
こ
の
文
化
」１
９
０
号
に「
美
手
連
（所
属
は
市
民
活
動

１９
団
体
：１
９
９
５
年
１２
月
発
足
）」の
概
要
を
報
告
し
た
よ

う
に
、「
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
」は
設
立
当
初
か
ら
、
そ
の

一
員
で
あ
り
、
当
会
の
美
崎
会
長
は
昨
年
度
か
ら「
美
手
連
」

の
理
事
を
務
め
て
い
る
。  

 

「
美
手
連
」は「
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
実
行
委
員
会

事
務
局
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は「
手
賀
沼
と
と
も
に
生

き
る
、
そ
の
流
域
の
自
然
・生
活
環
境
の
良
い
あ
り
方
を
学
習

し
、
美
し
い
手
賀
沼
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
」を
目
的
と
し

て
い
る
こ
と
も
報
告
済
で
あ
る
。 

「
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
実
行
委
員
会
は
、
流
域
の
市

民
活
動
団
体
、
流
域
７
市
（柏
、
我
孫
子
、
印
西
、
白
井
、
鎌
ケ

谷
、
松
戸
、
流
山
）な
ら
び
に
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
で

構
成
し
て
お
り
、
公
益
財
団
法
人
・山
階
鳥
類
研
究
所
が
後
援

し
て
い
る
。
手
賀
沼
流
域
の
定
義
は「
あ
び
こ
の
文
化
：１
９
０

号
」に
て
説
明
済
で
あ
る
。
以
下
、
最
近
の「
美
手
連
」の
具
体

的
活
動
の
主
な
内
容
（課
題
）を
紹
介
し
た
い
。 

（内
容
） 

１
．
調
査
事
業 

①
「
都
部

い

ち

ぶ

谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
外
来
水
生
植
物
（ナ
ガ
エ
ツ

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
）の
定
点
観
察
」（図
１
）(

写
真
１) 

 
 

 

（注
）遮
光
シ
ー
ト
利
用
に
よ
る
生
育
観
察
も
近
く
実
施

予
定 

外
来
水
生
植
物
（ナ
ガ
エツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
）の
草
焼
き
バ
ー

ナ
ー
に
よ
る
駆
除
実
験
も
実
施
済 

 
 

 

な
お
、
バ
ー
ナ
ー
に
よ
る
実
験
は「
手
賀
沼
公
園
の
護

岸
」で
も
実
施 

②「
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
」「
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
」の

繁
茂
状
況
観
察 

 
 

手
賀
沼
、
手
賀
沼
流
入
河
川
に
繁
茂
す
る
状
況
に
つ
い

て
の
調
査 

③
「
オ
オ
カ
ワ
ジ
シ
ャ
調
査
・駆
除
」―

―
―

上
大
津
川
・高

南
台
、
逆
井
方
面
な
ど
水
路
調
査
・駆
除
実
施
中 

 
 

 

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、「
美
手
連
」会
員
が
学
会
等

の
催
し
で
発
表
し
て
い
る
。 

④
手
賀
沼
水
質
調
査
事
業 

 
 

 

近
年
、
突
然
と
し
て
消
滅
し
た「
ハ
ス
」そ
し
て「
ヒ
メ
ガ
マ

マ
」「
マ
コ
モ
」の
減
少
の
原
因
に
つ
い
て
探
る
一
環
と
し
て

「
手
賀
沼
水
質
調
査
」を
実
施
中
。
手
賀
沼
の
岸
部
６
地

点
の
試
料
採
取
（取
水
）を
行
い
分
析
、
２
０
２
３
年
度
も

実
施
予
定
。 (

写
真
２) 

こ
の
①
～
④
の
報
告
は「
事
業
報
告
書
２
０
２
２
年
度 

第

２８
回
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（フ
ォ
ー
ラ
ム
発
行
）に

記
載
し
て
い
る
。 

２
．
豊
か
な
手
賀
沼
を
め
ざ
す
デ
ジ
タ
ル
教
材
づ
く
り
事
業 

 
 

「
美
手
連
」は
、
柏
市
教
育
委
員
会
・生
涯
学
習
部
図
書
館

の
方
か
ら
の「
地
域
の
生
き
た
情
報
が
欲
し
い
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
使
え
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
が
欲

し
い
。
」と
い
う
要
望
が
き
っ
か
け
で
、
主
に
小
学
生
を
対

象
に
２
０
２
１
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
、
２
０
２
２

年
度
に
第
１
弾
：７
作
品
が
完
成
、
引
き
続
き
２
０
２
３
年

度
も
継
続
す
る
。
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
は「
我
孫
子

の
文
化
人
（仮
題
）」に
つ
い
て
教
材
を
作
成
す
る
予
定
で

あ
る
。 

３
．
そ
の
他
事
業
。 

 

①
手
賀
沼
を
と
り
ま
く
環
境
保
護
・保
全
の
た
め
の
諸
活

動
（継
続
・新
規
テ
ー
マ
）。 

 

②
統
一
ク
リ
ー
ン
デ
イ
の
実
施
等 

 

③
研
修
会
の
実
施 

 
 

 

な
ど
が
主
な
内
容
で
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 

 写真 １            

 写真 ２            

 図 １            
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～
～
～
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（ 
連
載
第
２
回
） 

《
世
田
谷
の
頃
の
原
田
京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
を 

知
る
・そ
の
１ 

ど
こ
に
住
ん
だ
の
か
、 

ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
が
あ
っ
た
の
か
》 

平
林 

清
江
（
会
員
） 

 

三
．
「
原
田
京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
に
つ
い
て
の
事
柄 

「
加
藤
家
の
御
先
代
が
、
原
田
京
平
の
土
地
と
家
を
買
い
取

っ
た
の
は
昭
和
十
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
土
地
は
三
〇
〇
坪
有

り
、
家
も
広
か
っ
た
。
庭
に
は
多
く
の
木
々
が
植
わ
っ
て
い
た

（注
７
）。 

庭
の
北
側
に
画
室
が
あ
り
、
加
藤
充
子
氏
の
ご
主
人
は
、
子
供

の
頃
こ
こ
で
勉
強
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

庭
に
は
落
ち
葉
が
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
い
て
、
積
も
る
に
ま
か
せ
、

掃
除
を
し
な
い
の
で
、
御
先
代
の
奥
様
が
、「
箒
が
あ
れ
ば
掃
い

て
あ
げ
ま
す
よ
」、
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、「
箒
な
ん
て
持
っ
て
い
な

い
」と
答
え
た
の
で
（筆
者
注
：睦
さ
ん
で
あ
ろ
う
か
）（注
８
）、

浮
き
世
ば
な
れ
し
た
夫
婦
だ
な
と
思
わ
れ
た
と
い
う
。 

 (

１)

「
原
田
京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
世
田
谷
の 

旧
宅
跡
地
」
を
特
定
で
き
た
二
つ
の
理
由 

加
藤
家
の
現
在
の
住
所
表
記「
東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
四

―

九―

三
十
六
」は
、
以
前
は
遺
歌
集「
雲
の
流
れ
」奥
付
に
書

か
れ
た
住
所
、「
東
京
市
世
田
ヶ
谷
世
田
ヶ
谷
五
ノ
二
八
四

九
」で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
原
田
京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

「
世
田
谷
の
頃
」の
旧
宅
跡
地
は
、
こ
こ
で
間
違
い
な
い
と
確
信

す
る
。 

 

ま
た
、「
娘
さ
ん
が
二
人
い
た
」と
い
う
こ
と
も
、
原
田
夫
妻

の
二
人
の
娘
、
麻
那
と
南
（注
９
）と
考
え
ら
れ
、
特
定
す
る
た

め
の
有
力
な
情
報
と
な
っ
た
。  

 

さ
ら
に
、
御
先
代
の
奥
様
か
ら
の
言
い
伝
え
で
、
充
子
氏
は
、

原
田
京
平
は「
日
本
画
家
」で
あ
っ
た
と
記
憶
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。 

原
田
京
平
は
日
本
美
術
院
洋
画
部
院
友
で
、
大
正
九
年
の

同
院
洋
画
部
解
散
後
は
、
春
陽
会
（注
１０
）に
参
加
、
後
会
友

と
な
っ
た
が
、
油
彩
画
の
他
に
墨
絵
・彩
墨
画
な
ど
も
描
い
て
い

た
か
ら
、
御
先
代
の
奥
様
に
は
、
そ
の
こ
と
が
印
象
に
残
り「
日

本
画
家
」と
思
わ
れ
た
か
、
と
推
察
さ
れ
る
。 

遺
歌
集「
雲
の
流
れ
」の
中
に
京
平
執
筆
の〈
油
絵
か
ら
水
墨

へ〉と
い
う
随
筆
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
東
洋
の
墨
、
筆
の

良
さ
を
讃
え
、
そ
の
二
つ
に
一
層
の
効
果
を
賦
与
す
る
も
の
は

東
洋
の
紙
と
絹
で
あ
り
、「
さ
れ
ば
こ
れ
ら
数
種
の
用
意
さ
へ

あ
れ
ば
、
吾
等
は
畫
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
直
ち
に
自
由
自

在
な
表
現
を
為
し
得
ら
れ
る
」と
し
て
、「
油
畫
か
ら
水
墨
へと

移
っ
て
行
っ
た
心
持
ち
」を
記
し
て
い
る
。
京
平
は
油
彩
画
を
描

き
な
が
ら
、
ま
た
、
水
墨
画
への
志
向
が
あ
り
、
実
際
描
い
て
い

た
の
で
あ
る
。
現
在
、
京
平
の
水
墨
画
・彩
墨
画
の
作
品
は
、
我

孫
子
市
白
樺
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 
(

２)

加
藤
充
子
氏
の
「
原
田
京
平
と
い
う
画
家
」
に
寄
せ
る
思
い 

 

加
藤
充
子
氏
は
、「
か
ね
が
ね
、
主
人
の
母
か
ら
、
こ
こ
は
画

家
の
方
が
住
ん
で
い
た
家
な
の
よ
」、
と
聞
か
さ
れ
て
来
ら
れ
た

の
で
、
ど
の
よ
う
な
絵
を
描
い
て
い
た
画
家
な
の
で
あ
ろ
う
か
、

ま
た
、
ど
ん
な
お
顔
の
方
な
の
だ
ろ
う
か
（注
１１
）、
と
お
心
に

か
け
て
い
ら
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
立
派
な
芸
術
家
が
暮
ら
し

た
場
所
で
あ
る
か
ら
、
常
日
頃
か
ら
、
こ
の
場
所
を
き
れ
い
に

し
て
お
き
た
い
、
と
努
力
を
積
み
重
ね
て
来
ら
れ
た
の
で
あ

る
。 こ

の
こ
と
を
、
原
田
喬
氏
（後
述
）に
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、

た
い
へん
感
激
さ
れ
、
お
喜
び
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

 

四
．「
世
田
谷
の
頃
」
の
調
査
の
特
色 

―

生
身
の
人
が
介
在
す
る
こ
と
の
あ
た
た
か
み
と
ひ
ろ
が
り 

 

筆
者
は
、
か
つ
て
、「
原
田
京
平
研
究 

原
田
喬
氏
所
蔵
資

料
か
ら
見
た
画
家
歌
人
原
田
京
平
の
芸
術
活
動
と
交
友
」私

家
版
（平
成
二
十
五
（二
〇
十
三
）年
十
一
月
二
十
日
）と
い
う

解
説
書
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
直
前
の
平
成

二
十
三
年
三
月
初
め
に
原
田
喬
氏
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
我
孫

子
市
白
樺
文
学
館
に
寄
託
さ
れ
た
、
原
田
京
平
と
そ
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
作
品
及
び
書
簡
な
ど
の
関
係
資
料
に
つ
い
て
、「
寄
託

資
料
リ
ス
ト
」及
び「
解
説
書
」を
作
成
す
る
よ
う
に
と
の
ご
依

頼
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
も
新
し
く
発
見
さ
れ
た
関

係
資
料
が
相
当
量
あ
っ
た
の
で
、
こ
の「
解
説
書
」で
取
り
上
げ
、

解
説
を
付
し
た
も
の
が
、
全
体
数
の
う
ち
の
ど
の
く
ら
い
の
割

合
を
占
め
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
か
な
り
の

量
で
、
内
容
は
、
主
に
原
田
京
平
の
日
本
美
術
院
洋
画
部
の
頃

か
ら
、「
我
孫
子
の
頃
」ま
で
の
も
の
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
調
査
・

研
究
及
び
執
筆
は
、
筆
者
一
人
で
行
っ
た
の
で
、
二
年
半
ほ
ど

の
期
間
を
必
要
と
し
た
。 

そ
の
後
、「
我
孫
子
の
頃
の
原
田
京
平
」に
つ
い
て
は
、
三
年

間
（平
成
二
十
七
／
二
十
八
／
二
十
九
年
度
）に
わ
た
り
、
四

回
の
原
田
京
平
企
画
展
が
、
我
孫
子
市
白
樺
文
学
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
展
示
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
我
孫
子
・

白
樺
派
を
継
ぐ
者―

原
田
京
平
の
生
涯―

」、「
我
孫
子
を
詠

ん
だ
歌
人
」、「
我
孫
子
を
描
き
し
画
家
」そ
し
て「
原
田
京
平

を
め
ぐ
る
人
々―

白
樺
と
民
藝
の
絆―

」で
、
か
な
り
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
全
く
未
知
の
芸

術
家
で
あ
っ
た
原
田
京
平
を
、
我
孫
子
市
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

し
か
し
、
近
隣
に
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、

原
田
京
平
と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
記
憶
や
、
言
い
伝
え
を
知
っ

て
い
る
な
ど
の
声
が
上
が
る
こ
と
は
た
だ
の
一
度
も
な
か
っ
た
。

そ
の
当
時
は
、
そ
の
こ
と
を
残
念
と
も
、
寂
し
い
こ
と
と
も
、
ま

た
不
思
議
と
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
が
、
こ
の
度
の「
世

田
谷
の
頃
」の
調
査
と
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
次
の
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。 

 

（
１
） 

調
査
・
研
究
に
人
が
介
在
す
る
こ
と
の
あ
た
た
か
み 

こ
の
度
、
早
々
に「
原
田
京
平
と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
旧
宅
跡

地
」の
場
所
が
特
定
さ
れ
、
そ
こ
に
現
在
お
住
ま
い
の
加
藤
充

子
氏
に
出
逢
い
、
さ
ら
に
、
加
藤
様
御
家
族
二
代
に
わ
た
り
、

原
田
京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
こ
と
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
来
た
こ
と

を
知
っ
た
。
ま
た
、
充
子
氏
自
身
が
長
い
間
に
わ
た
っ
て
、「
原

田
京
平
と
い
う
画
家
への
思
い
」を
寄
せ
て
来
ら
れ
、
そ
の
充
子

氏
か
ら
直
接
、
原
田
京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き

取
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
誠
に
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
生

身
の
人
が
、
そ
の
思
い
を
語
る
と
い
う
あ
た
た
か
く
、
柔
ら
か

い
刺
激
に
よ
っ
て―

人
が
介
在
す
る―

こ
と
で
、
孤
独
な
研
究

で
は
な
く
、
あ
た
た
か
い
血
が
通
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

                    
 我孫子の文化を守る会                               ４ 



原
田
京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
筆
者
の
中
で
も
、
よ
り
親
し
い
も
の

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

た
っ
た
一
人
で
文
字
資
料
の
山
に
分
け
入
っ
て
、
原
田
京
平

と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
物
像
を
探
し
求
め
て
い
た「
我
孫
子
の

頃
」の
調
査
・研
究
に
は
無
か
っ
た
、
あ
た
た
か
み
と
ひ
ろ
が
り

が
生
ま
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。 

 

（
２
）
調
査
・
研
究
に
生
ま
れ
た
ひ
ろ
が
り 

例
え
ば
、「
原
田
睦 
八
十
八
歳
自
選
画
集
」に
掲
載
の「
原

田
睦
年
譜
」か
ら
見
え
る
睦
（原
田
京
平
の
妻
・後
述
）の
人
生

を
例
に
と
る
と
、
八
十
八
歳
ま
で
生
き
て
彼
女
の
人
生
を
生

き
き
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
文
字
資
料
と
し
て
の
原
田
睦

の
人
生
史
か
ら
は
、
五
種
の
様
相
が
見
え
て
く
る
。 

生
涯
の
師
と
な
る
窪
田
空
穂
に
教
え
を
受
け
、
卒
業
作
品

の
日
本
画
が
松
岡
映
丘
に
大
い
に
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
才
能

溢
れ
る
若
き「
女
子
美
術
専
門
学
校
の
頃
」、
原
田
京
平
と
の

結
婚
後
、
夫
の
画
業
と
子
育
て
を
優
先
し
、
自
ら
の
創
作
を
断

っ
た「
我
孫
子
の
頃
」、
夫
の
病
気
療
養
を
支
え
、
そ
の
逝
去
後

は
、
女
手
一
つ
で
二
女
を
養
育
す
る
た
め
に
奮
闘
し
た「
世
田

谷
の
頃
」、
戦
後
、
成
長
し
た
娘
た
ち
を
芸
術
家
と
す
る
た
め

に
奔
走
、
ま
た
、
自
身
も
画
家
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た「
杉

並
の
頃
」、
そ
し
て
、
娘
と
本
格
的
に
創
作
活
動
す
る
場
所
を

笠
間
芸
術
村
に
定
め
、
工
房
ア
ト
リ
エ
の
あ
る
家
を
新
築
し
た

「
笠
間
芸
術
村
の
頃
」と
な
る
。 

以
前
、
こ
の「
年
譜
」を
読
ん
だ
時
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
今
回
、
注
釈
を
付
す
必
要
か
ら
再
見
し
て
み
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
に
見
せ
る
睦
の
生
き
方
の
見
事
さ―

常
に
自
ら

選
び
取
り
、
目
標
の
達
成
の
為
に
、
い
か
に
し
て
、
そ
の
覚
悟
を

決
め
、
機
動
力
を
発
揮
し
た
か―

が
際
だ
つ
の
を
強
く
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
加
藤
充
子
氏
の
お
か
げ
で
あ

る
。
充
子
氏
と
い
う
生
身
の
人
の
心
の
な
か
で
、
芸
術
家
原
田

京
平
と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
寄
せ
る
思
い
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、

充
分
醸
成
さ
れ
て
来
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

や
は
り
、
充
子
氏
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
長
年
に
わ
た
り
原
田

京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
研
究
を
続
け
て
き
た
筆
者
と
が
出
逢
っ
て
、

あ
た
た
か
く
柔
ら
か
に
呼
応
す
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
生
身
の
人
＝
充
子
氏
が
介
在
し
、「
世
田
谷
の
頃
」の
原
田

京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
語
り
、
受
け
手
の
筆
者
が
知
る
と
い
う
点

に
お
い
て
は
、
実
は「
我
孫
子
の
頃
」の
調
査
・研
究
に
は
、
つ
い

ぞ
無
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
っ
た
一
人
で
文
献
資
料
の
海
を

泳
ぐ
よ
う
に
、
原
田
京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
物
像
を
探
し
求
め

た「
我
孫
子
の
頃
」の
研
究
と
の
大
い
な
る
相
違
点
で
あ
る
。 

先
に
、
原
田
睦
の
人
生
史
を
五
つ
の
時
代
・様
相
に
分
け
て

み
た
が
、
そ
の
人
生
が
展
開
さ
れ
た
所
と
こ
ろ
を
訪
ね
て
行
け

ば
、
い
ま
だ
、
こ
の
世
田
谷
の
よ
う
に
共
に
実
感
・共
感
で
き
る

人
々
が
生
き
て
い
て
、
喜
び
を
共
に
す
る
こ
と
が
可
能
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
希
望
が
持
て
、
調
査
・研
究
に
ひ
ろ
が
り
が
見

え
て
来
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

読
み
方
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孤
独
で
閉
塞
的
な

研
究
で
は
な
く
、
あ
た
た
か
い
血
が
通
い
出
し
た
の
で
あ
る
。
も

う
一
度
繰
り
返
す
が
、
こ
れ
は
、
加
藤
充
子
氏
の
お
人
柄
の
お

か
げ
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
例
え
ば
原
田
和
周
の「
世
田
谷
の
頃
」

の
短
歌
の
鑑
賞
に
も
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
和
周
の
短
歌

の
色
彩
が
立
ち
、
形
の
陰
影
が
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
も

と
、
和
周
の
短
歌
に
は
花
な
ら
花
の
色
彩
、
あ
る
い
は
、
樹
木

な
ら
樹
木
の
形
状
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
寄
せ
る
思
い
、
愛
着

と
い
う
も
の
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
た
の
に
、
受
け
手
の
筆
者
が

感
じ
取
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
実
際
に
住
ん
だ
場
所
を
知
り
眼

に
す
る
こ
と
で
、
短
歌
の
鑑
賞
に
も
あ
た
た
か
い
血
が
通
い
、

ひ
ろ
が
り
と
奥
行
き
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 五
．
未
解
決
の
課
題
二
点
に
つ
い
て 

（
１
）
原
田
京
平
が
暮
ら
し
た
頃
の
「
品
川
用
水
」
は
水
を

湛
え
て
い
た
か
？ 

 

桜
丘
四
丁
目
は
、
千
歳
船
橋
駅
ま
で
は
徒
歩
十
分
足
ら
ず
、

買
い
物
も
便
利
な
と
こ
ろ
、
高
台
で
緑
も
多
く
環
境
に
恵
ま

れ
た
場
所
で
、
何
が
な
し
空
が
近
く
思
わ
れ
る
。 

原
田
京
平
が
こ
こ
に
暮
ら
し
た
当
時
は
坂
を
下
り
れ
ば
、

「
品
川
用
水
」は
ま
だ
水
を
湛
え
て
い
て
、
京
平
の
好
き
な
水
辺

の
散
歩
も
可
能
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

我
孫
子
在
住
の
頃
の
京
平
は
、
手
賀
沼
畔
に
居
住
し
、
沼
辺

の
自
然
を
題
材
に
絵
を
描
き
、
ま
た
、
優
れ
た
沼
の
短
歌
を
詠

ん
だ
。
水
辺
の
環
境
を
好
み
愛
し
た
画
家
で
歌
人
で
あ
っ
た
か

ら
、
世
田
谷
に
転
居
し
て
も
、
近
く
に
水
の
あ
る
環
境
を
選
ん

だ
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
京
平
が
桜
丘
に
居
住
し
た
頃

（昭
和
五
年
三
月
か
ら
昭
和
十
一
年
一
月
）の「
品
川
用
水
」が
、

ま
だ
、
充
分
水
を
湛
え
て
い
た
の
か
ど
う
か
の
確
証
は
得
ら
れ

て
い
な
い
。 

「
品
川
用
水
」の
変
容
・変
遷
に
つ
い
て
は
、
充
分
時
間
を
か
け

て
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
思
う
の
で
、

残
念
な
が
ら
今
回
の
報
告
書
で
は
、
（注
６
・前
号
に
記
載
）の

記
述
の
み
に
留
め
て
お
き
た
い
。 

 

（
２
）「
世
田
谷
の
頃
」
の
原
田
夫
妻
の
芸
術
活
動
に
つ
い
て 

今
回
の
報
告
は
、
加
藤
充
子
氏
の
貴
重
な
お
話
を
ヒ
ン
ト
に

「
世
田
谷
の
頃
」の
暮
ら
し
の
解
明
に
重
点
が
お
か
れ
、
そ
の
方

法
は
、
主
に
原
田
和
周
の
短
歌
と
、
原
田
睦
の「
年
譜
」を
用
い

て
の
も
の
と
な
り
、「
世
田
谷
の
頃
」の
原
田
京
平
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
知
る
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
感
じ
て
い
る
。 

し
か
し
、
夫
妻
の
本
業
で
あ
る
芸
術
活
動
に
つ
い
て
は
、
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
芸
術
活
動
は「
雲
の
流
れ
」

所
収
の「
年
譜
」に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
昭
和
六
年
晩
秋
、
睦
子
と
朝
鮮
、
満
州
の
旅
行
の
途
に
就

く
。
昭
和
七
年
四
月
、
春
陽
会
に
京
城
（注
・現
在
の
ソ
ウ
ル
）

の
風
景
三
点
を
出
品
。
春
、
京
城
森
永
製
菓
楼
上
に
お
い
て
、

盛
夏
、
平
壌
東
洋
拓
殖
会
社
楼
上
に
お
い
て
個
展
を
催
す
。

大
連
満
州
日
報
講
堂
で
個
展
を
開
催
す
」。 

こ
の
二
年
に
わ
た
る
夫
妻
の
創
作
大
旅
行
に
つ
い
て
の
詳
し

い
資
料
は
、
筆
者
は
未
だ
見
て
お
ら
ず
、
ま
た
発
見
さ
れ
た
と

い
う
知
ら
せ
も
聞
い
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
見

送
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 【
注
釈
】 

（注
７
）庭
に
は
多
く
の
木
々
が
植
わ
っ
て
い
た
：窪
田
空
穂
が
、

早
世
し
た
弟
子
の
原
田
京
平
を
追
想
し
て
書
い
た
随
筆〈
珍
し

み
と
懐
か
し
み
〉の
中
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。「
和
周

も
小
田
急
沿
線
の
千
歳
船
橋
に
家
を
建
て
、
一
本
十
銭
で
買
っ

た
木
が
見
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
と
話
し
て
い
た
。
」 

 

「
窪
田
空
穂
全
集
」第
六
巻
（昭
和
四
十
年
六
月
十
五
日 

角

川
書
店
） 
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〈
珍
し
み
と
懐
か
し
み
〉の
初
出
は
、
歌
誌『
槻
の
木
』（前
出
）に

あ
り
、
表
記
は〈
珍
ら
し
み
と
懐
か
し
み
〉で
あ
る
。
昭
和
十
一

年
一
月
に
和
周
が
逝
去
し
て
、
直
ち
に
書
か
れ
、
同
誌
の
同
年

三
月
号
に
公
表
さ
れ
た
随
筆
で
あ
る
。 

 

以
下
は
、「
雲
の
流
れ
」に
収
載
の
和
周
（京
平
の
雅
号
）の
短

歌
で
、
桜
丘
の
家
の
庭
を
画
家
ら
し
い
目
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
よ

う
な
作
品
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
木
々
や
草
花
が
植
わ
っ
て
い

た
の
か
が
、
あ
る
程
度
想
像
で
き
る
。「
我
が
さ
庭
」を
得
て
、

好
き
な
木
々
や
花
々
を
自
由
に
植
え
ら
れ
る
喜
び
が
伝
わ
っ

て
来
る
。 

ま
た
、
同
歌
集
の
発
行
人
で
あ
る
妻
の
睦
に
よ
る〈
あ
と
が

き
〉に
も
、
木
々
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。 

〈
家
居
〉
昭
和
九
年 

ひ
さ
し
ふ
か
き
部
屋
に
す
わ
れ
ば
と
り
ど
り
に 

 

咲
け
る
鳳
仙
花
庭
に
あ
か
る
し 

 

木
犀
の
茂
れ
る
下
に
立
つ
百
合
の 

つ
ぼ
み
や
う
や
く
太
く
な
り
た
り 

 す
わ
う
の
本
葉

も

と

ば

色
濃
く
ほ
に
出
で
し 

土
用
わ
か
芽
の
あ
か
る
く
映
ゆ
る 

 

莟
よ
り
色
づ
き
ゆ
く
を
見
て
あ
り
し 

紫
陽
花
の
花
今
さ
か
り
な
り 

 

庭
の
花
お
の
も
お
の
も
に
香
を
放
つ 

百
合
か
と
思
へ
く
ち
な
し
の
香
か 

 

伸
ぶ
る
が
ま
ゝ
に
ま
か
せ
た
り
け
る
庭
の
樹
々 

 

夏
日
さ
へ
ぎ
り
蔭
ふ
か
ぶ
か
し 

 

伸
び
伸
び
て
枝
さ
し
か
は
す
樹 

の
蔭
に 

今
年
は
じ
め
て
苔
の
生
え
に
け
り 

 

我
が
さ
庭
や
う
や
く
苔
の
む
し
た
れ
ば 

子
に
踏
ま
す
な
と
妻
に
云
ひ
け
り 

 

黒
土
に
苔
む
し
そ
め
て
我
が
さ
庭 

さ
ら
に
親
し
き
も
の
と
な
り
た
り 

 床
下
の
何
處

い

づ

く

に
ひ
そ
む
か
こ
ほ
ろ
ぎ
の 

今
年
も
す
で
に
鳴
き
い
で
に
け
り 

 

い
づ
く
に
し
ひ
そ
み
て
な
く
や
か
そ
か
に
も 

雨
に
ま
じ
り
て
こ
ほ
ろ
ぎ
き
こ
ゆ 

 

夜
の
く
だ
ち
な
き
つ
ぎ
て
た
え
ぬ
こ
ほ
ろ
ぎ
の 

 

今
年
も
わ
れ
の
と
も
と
な
れ
る
か 

〈
あ
と
が
き
〉 

 
 
 

か
つ
て
彼
が
、
寫
生
の
旅
（筆
者
注
：京
平
は
風
景
画
家
で
あ
っ

た
）か
ら
帰
る
と
先
づ
庭
に
出
て
、「
大
き
く
な
っ
た
な
」と
い
っ

て
、
自
ら
植
ゑ
か
へた
り
伐
っ
た
り
し
た
樹
々
が
美
し
い
花
を

咲
か
せ
て
ゐ
る
、
椿
も
、
蘇
芳
も
、
う
す
色
の
木
瓜
も
。 

 

（注
８
）睦
さ
ん
：原
田
睦
（は
ら
だ 

む
つ
・明
治
三
十
年
三
月

二
十
五
日
～
昭
和
五
十
九
年
九
月
＝
原
田
京
平
の
妻
）。
長

野
県
上
田
の
人
（鉄
道
省
）、
荒
木
勘
次
郎
の
次
女
と
し
て
青

森
に
生
ま
れ
る
。
誕
生
以
前
の
約
束
に
よ
り
親
友
牛
原
正
孝

の
養
女
と
な
る
。 

 

〈
原
田
睦
年
譜
〉 

大
正
三
年
十
七
歳 
三
月
二
十
八
日 

女
子
美
術
専
門
学
校

高
等
師
範
科
（現
女
子
美
術
大
学
）入

学
。 

六
年
二
十
歳 

四
月
卒
業
。
巽
画
会
に
出
品
し
て
受
賞
、

松
岡
映
丘
に
大
い
に
褒
め
ら
れ
る
。
鉄

道
省
建
設
課
に
就
職
。
こ
の
頃
福
士
幸

次
郎
等
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
詩
作
な
ど

を
す
る
。 

十
年
二
十
四
歳 

原
田
京
平
（明
治
二
十
八
年
十
月
十

日
～
昭
和
十
一
年
一
月
十
六
日
・静
岡

県
磐
田
郡
上
阿
多
古
村
・現
浜
松
市
天

竜
区
出
身
）と
結
婚
。 

東
京
目
黒
よ
り
、

千
葉
県
我
孫
子
町
（現
我
孫
子
市
）に
転

居
。
我
孫
子
町
に
て
、
二
女
麻
那
、
南
が

誕
生
。 

十
一
年
二
十
五
歳 

一
月
十
七
日 

長
女
麻
那
生
ま
れ
る
。 

十
二
年
二
十
六
歳 

山
本
鼎
に
油
絵
を
学
ぶ
も
、
翌
年
絵

筆
を
断
つ
。
十
四
年
二
十
八
歳 

九
月

十
八
日 

次
女
南
生
ま
れ
る
。 

 

昭
和
三
年
三
十
一
歳 

三
月
二
十
八
日 

我
孫
子
町
を
離
れ
、

上
京
。
世
田
谷
若
林
に
住
む
。 

 
 

 

五
年
三
十
三
歳 

三
月
世
田
谷
五
丁
目
に
聚
文
画
室 

を
建
て
転
居
。
（現
在
の
加
藤
邸
の
あ
る

場
所
。
聚
文
は
そ
の
頃
京
平
が
使
用
し

た
雅
号
。
） 

六
年
三
十
四
歳 

九
月
か
ら
翌
年
十
月
に
か
け
て
夫
妻 

で
、
朝
鮮
（現
韓
国
）京
城
そ
の
他
と 

大
連
を
旅
行
。 

十
一
年
三
十
九
歳 

一
月
十
六
日 

夫
和
周
（京
平
の
雅

号
）満
四
十
歳
に
て
逝
去
。 

五
月
二
十
五
日 

原
田
和
周 

遺
歌

集「
雲
の
流
れ
」発
刊
。 

七

月 

原

田

和

周

遺

作

展

を 
 

 
 

 

銀
座
日
動
画
廊
（遺
作
五
十
余
点
を

陳
列
）で
、
八
月 

大
阪
阪
急
百
貨
店

で
開
催
。 

十
二
年
四
十
歳 

こ
の
頃
よ
り
、
帯
そ
の
他
に
油
絵
具
で
花

の
絵
を
描
き
生
計
を
立
て
二
児
を
養

育
す
る
。 

十
九
年
四
十
七
歳 

戦
争
も
ひ
ど
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で

十
二
月
十
五
年
住
み
慣
れ
た
世
田
谷

五
丁
目
の
聚
文
画
室
を
売
る
。 

二
十
年
四
十
八
歳 

四
月
、
神
奈
川
県
相
模
ダ
ム
の
そ
ば

（吉
野
町
）に
疎
開
。 

十
二
月
三
十
一
日
に
東
京
に
帰
る

（（場
所
は
不
明
）。
間
借
り
し
て
、
麻
那 

と
南
の
洋
裁
で
糊
口
を
し
の
ぐ
。 

 

二
十
二
年
五
十
歳 

疎
開
先
で
の
縁
に
よ
り
次
女
南
、
猪
熊

                                                  
我孫子の文化を守る会                               ６ 



弦
一
郎
の
研
究
所
に
学
び
、
後
年
新

制
作
協
会
協
友
と
な
る
。 

二
十
三
年
五
十
一
歳 

九
月
一
日 

長
女
麻
那
、 

染
織
を
柳
悦
孝
に
師
事
、
睦
は
織
物

の
外
交
面
を
一
切
引
き
受
け
る
。 

二
十
五
年
五
十
三
歳 

十
二
月
三
十
一
日 

杉
並
区
東
田

町
（番
地
不
明
）に
家
を
建
て
る
。 

二
十
九
年
五
十
七
歳 

本
格
的
に
画
に
専
心
。
日
本
画
の

絵
具
に
よ
る
洋
画
を
描
く
。 

三
十
一
年
五
十
九
歳 
五
月 

女
流
画
家
協
会 

第
十
回

展
に
出
品
、
以
後
毎
回
出
品
。 

三
十
四
年
六
十
二
歳 

原
田
三
人
展
（睦
・麻 

那
・南
）を

横
須
賀
・さ
い
か
屋
で
開
催
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

五
月 

女
流
画
家
協
会
会
員
に
推
さ

れ
る
。 

三
十
五
年
六
十
三
歳 

次
女
南
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
受
け
て
渡
米
。 

翌
年
猪
熊
弦
一
郎
の
媒
酌
に
よ
り
ヴ

ィ
ッ
ク
・ア
ス
ト
ロ
ロ
ゴ
と
結
婚
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
住
む
。 

四
十
一
年
六
十
九
歳 

 

四
月 

国
画
会
会
友
に
推
さ
れ

る
。
同
年
六
月
、
茨
城
県
笠
間
市
芸
術

村
に
ア
ト
リ
エ
・工
房
を
建
築
転
居
。 

四
十
七
年
七
十
五
歳 

 

四
月 

国
画
会
会
員
に
推
さ
れ

る
。
同
年 

五
月
、
女
流
画
家
協
会
展

で
孔
雀
賞
受
賞
。 

五
十
九
年
八
十
八
歳 

 

九
月 

八
十
八
歳
記
念
自
選
展

を
水
戸
・泉
画
廊
で
開
く
。
同
月
逝
去
。

享
年
八
十
八
歳
。 

 

「
原
田
睦 

八
十
八
歳
自
選
画
集
」刊
行
。
（著
者
原
田
睦 

発
行
原
田
麻
那 

昭
和
五
十
九
年
九
月
二
十
日
刊
行
） 

「
原

田
睦 

八
十
八
歳
自
選
画
集
」所
収
の〈
原
田
睦
年
譜
〉他
か
ら

引
用 さ

て
、
今
回
の
取
材
の
目
的
で
あ
る「
世
田
谷
の
頃
、
ど
こ
に

住
ん
だ
の
か
、
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
が
あ
っ
た
の
か
？
」と
い
う

こ
と
に
目
を
注
ぐ
と
、〈
原
田
睦
年
譜
〉の
昭
和
三
年
三
月
か

ら
同
二
十
年
四
月
ま
で
が
相
当
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。 

昭
和
三
年
三
月
の
上
京
、
同
五
年
に
は
世
田
谷
五
丁
目
に

家
を
建
て
て
か
ら
、
昭
和
二
十
年
四
月
の
神
奈
川
県
吉
野
町
へ

の
疎
開
ま
で
の
、
世
田
谷
で
の
十
七
年
間
の
お
お
よ
そ
の
暮
ら

し
ぶ
り
で
あ
る
。
睦
の
人
生
史
の
中
で
も
、
激
動
の
時
期
と
言

え
よ
う
。
夫
の
病
気
療
養
を
支
え
、
そ
の
夫
が
病
没
し
て
の
後
、

自
力
で
二
児
を
養
育
す
る
と
い
う
、
大
変
な
時
期
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
戦
争
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
、
夫
、
そ
し
て
父
と

の
思
い
出
の
あ
る
場
所
か
ら
、
疎
開
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

次
は
、
女
子
美
術
専
門
学
校
の
後
輩
で
友
人
の
画
家
三
岸
節

子
と
、
長
女
麻
那
の「
原
田
睦 

八
十
八
歳
自
選
画
集
」に
寄

せ
ら
れ
た
手
記
の
一
部
で
あ
る
。 

・原
田
家
が
我
孫
子
を
引
揚
げ
て
、
東
京
在
住
と
な
り
、
あ
る

と
き
、
御
主
人
の
訃
報
の
知
ら
せ
で
、
未
亡
人
と
な
っ
た
睦
夫

人
、
成
人
し
た
麻
那
さ
ん
、
ミ
ナ
ミ
（南
）さ
ん
に
お
逢
い
し
て

い
る
。
あ
の
こ
ろ
の
、
子
供
を
か
か
え
た
未
亡
人
の
生
活
は
、
私

を
ふ
く
め
て
ま
こ
と
に
困
難
を
極
め
た
時
代
で
あ
る
。 

〈
原
田
睦
さ
ん
の
こ
と
〉
三
岸
節
子 

・そ
の
頃
の
絵
の
描
き
か
た
は
、
花
瓶
に
花
を
活
け
て
、
下
書
き

も
せ
ず
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
油
絵
具
で
写
生
を
し
た
。
例
え
ば
虎

杖
（い
た
ど
り
）や
、
お
だ
ま
き
を
彩
色
筆
や
、
面
相
筆
で
糸
の

よ
う
な
線
を
デ
リ
ケ
ー
ト
に
描
い
て
い
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る
バ
ラ

な
ど
を
大
き
な
タ
ッ
チ
で
描
い
た
油
絵
の
帯
と
ま
っ
た
く
異
な

り
、
見
飽
き
る
と
言
う
こ
と
も
な
く
、「
お
茶
席
な
ど
に
も
よ

く
合
う
」と
言
っ
て
、
次
々
紹
介
さ
れ
て
、
多
く
の
人
に
喜
ん
で

も
ら
っ
た
の
で
、
夜
中
の
二
時
頃
迄
仕
事
を
し
て
右
手
は
筆
胼

胝
で
堅
く
な
り
よ
く
穴
が
あ
い
て
し
ま
っ
た
し
、
毎
年
冬
に
な

る
と
左
手
は
火
鉢
の
炭
火
で
炙
胼
胝
が
出
来
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
お
か
げ
で
私
達
姉
妹
は
何
の
不
安
も
な
く
女
学
校
を
出

た
後
も
勝
手
な
勉
強
を
楽
し
ん
で
居
た
。
こ
の
時
期
、
母
は
植

物
に
関
す
る
か
ぎ
り
非
常
な
デ
ッ
サ
ン
と
、
色
を
見
て
い
た
の

だ
と
思
う
。
子
供
心
に
、
真
白
な
羽
二
重
に
パ
ッ
パ
ッ
と
構
図

を
決
め
て
、
い
さ
さ
か
の
狂
い
も
生
じ
な
い
み
ご
と
さ
に
感
心

し
て
い
た
。〈
母
の
肖
像
〉原
田
麻
那 

 

（注
９
）麻
那
と
南
：原
田
麻
那
（は
ら
だ 

ま
な
・大
正
十
一
年

一
月
十
七
日
～
平
成
十
八
年
七
月
二
十
五
日
）。
染
織
家
。
原

田
京
平
・睦
夫
妻
の
長
女
と
し
て
千
葉
県
我
孫
子
町
（現 

我

孫
子
市
）に
生
ま
れ
る
。
昭
和
三
年
東
京
世
田
谷
に
移
転
。
昭

和
二
十
年
四
月
、
神
奈
川
県
吉
野
町
に
疎
開
。
戦
後
の
昭
和

二
十
三
年
、
柳
悦
孝
に
師
事
し
染
織
工
芸
を
学
ぶ
。
国
画
会

会
員
。
享
年
八
十
四
歳
。
著
書
に「
原
田
麻
那
の
染
織
」が
あ

る
。
原
田
京
平
・睦
夫
妻
、
原
田
麻
那
の
作
品
及
び
関
係
資
料

の
継
承
者
で
あ
る
、
原
田
喬
氏
の
義
母
。  

「
原
田
麻
那
の
染

織
」か
ら 

 

原
田
南
（＝
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
＝
ミ
ナ
ミ
・ア
ス

ト
ロ
ロ
ゴ
・大
正
十
四
年
九
月
十
八
日
～
平
成
二
十
年
四
月
十

九
日
）。
洋
画
家
。
原
田
京
平
・睦
夫
妻
の
次
女
と
し
て
我
孫

子
町
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
三
年
東
京
世
田
谷
に
移
転
。 

昭
和
二
十
年
四
月
、
神
奈
川
県
吉
野
町
に
疎
開
。
そ
の
後
猪

熊
弦
一
郎
に
師
事
し
、
後
年
新
制
作
協
会
協
友
と
な
る
。
昭

和
三
十
五
年
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を

受
け
渡
米
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・エ
マ
ニ
エ
ル
・ア
ス

ト
ロ
ロ
ゴ
と
結
婚
、
四
十
一
年
ア
メ
リ
カ
国
籍
取
得
。「
世
界
少

年
少
女
文
学
全
集
」十
六 

ヨ
ハ
ン
ナ
・シ
ュ
ピ
リ
作
、
植
田
敏
郎

訳
（一
九
六
〇
年 

創
元
社
）の〈
ア
ル
プ
ス
の
山
の
少
女
〉な
ど

の
挿
絵
画
家
と
し
て
活
躍
。  

 

（注
１０

）日
本
美
術
院
洋
画
部
院
友
で
～
春
陽
会
に
参
加
：平

成
十
九
年
の
国
際
電
話
に
よ
る
会
話
の
中
で
、
原
田
京
平
の
次

女
南
の
証
言
に「
父
は
、
一
生
洋
画
家
で
あ
り
、
日
本
画
に
転

向
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
」と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
次
の
よ
う
な
事
柄
を
意
味
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

原
田
京
平
は
、
大
正
九
年
の
日
本
美
術
院
洋
画
部
解
散
後
、

大
正
十
二
年
の
春
陽
会
第
一
回
展
覧
会
に
出
品
し
た
が
、
そ

の
春
陽
会
の
特
色
の
ひ
と
つ
に
、
油
彩
画
ば
か
り
で
は
な
く
、

水
墨
画
や
素
描
な
ど
、
あ
る
い
は
、「
東
洋
的
」「
日
本
的
」油
彩

表
現
を
志
向
す
る
者
が
多
く
、
そ
の
こ
と
が
同
会
の
初
期
に

お
け
る
ひ
と
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
っ
た
。
京
平
の
親
し
い
友
人

に
森
田
恒
友
が
い
る
が
、
森
田
は
小
杉
未
醒
と
共
に
、
春
陽
会

の
文
人
趣
味
を
代
表
す
る
画
家
で
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
か
、

実
際
、
京
平
も
水
墨
画
・彩
墨
画
を
描
い
て
い
る
。 

 

参
照「
大
正
期
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
」、「
近
代
日
本
美
術
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事
典
」（一
九
八
九
年
九
月 

講
談
社
） 

 
（注
１１
）そ
の
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
た
め
、
御
参
考
ま
で
に

次
の
資
料
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

図
録「
我
孫
子
・白
樺
派
を
継
ぐ
者―

原
田
京
平
の
生
涯

―

」、
図
録「
原
田
京
平
展 

我
孫
子
を
詠
ん
だ
歌
人 

我
孫

子
を
描
き
し
画
家 
原
田
京
平
を
め
ぐ
る
人
々―

白
樺
と
民

藝
の
絆―

」、
論
文『
有
島
武
郎
全
集
』未
収
録
・有
島
武
郎
の

志
賀
直
哉
宛
書
簡―

原
田
喬
氏
蔵
・白
樺
文
学
館
寄
託
資
料

―
 

瀧
田
浩
（二
松
学
舎
大
学
教
授
）執
筆『
有
島
武
郎
研
究
』

第
十
五
号 

有
島
武
郎
研
究
会
発
行
、
論
文
瀧
田
哲
太
郎
（樗

陰
）の
志
賀
直
哉
宛
書
簡―

原
田
喬
氏
所
蔵
・我
孫
子
市
白
樺

文
学
館
寄
託
資
料―

 

平
林
清
江
執
筆『
国
文
学
論
集
』第
四

十
八
号 

上
智
大
学
国
文
学
会
発
行
、
随
筆「
手
賀
沼
畔
居
の

画
家
・歌
人
原
田
和
周
（聚
文
）と
、
彼
が
招
い
た
歌
人
た
ち
」、

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
原
田
京
平
自
画
像 

 

あ
と
が
き 

 

令
和
元
年
（二
〇
一
九
年
）十
月
二
十
二
日
午
前
十
時
、
前

橋
市
の
原
田
喬
氏
へ、
電
話
に
て
以
上
の
事
柄
を
ご
報
告
い
た

し
ま
し
た
。
原
田
喬
氏
は
、
調
査
の
進
展
の
速
さ
に
驚
か
れ
た

ご
様
子
で
し
た
が
、
お
喜
び
下
さ
い
ま
し
た
。 

同
氏
は
、
原
田
京
平
・睦
夫
妻
、
原
田
麻
那
の
作
品
及
び
関
係

資
料
の
継
承
者
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
無
論
、
筆
者
一
人
で
出
来

よ
う
は
ず
は
な
く
、
自
然
に
手
を
さ
し
の
べ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
大
江
美
子
氏
、
幾
田
充
代
氏
、
き
む
ら 

け
ん
氏
（作
家
・

「
北
沢
川
文
化
遺
産
保
存
の
会
」主
幹
）、
そ
し
て
、
木
村
孝
氏

（「
三
田
用
水
」研
究
家
・「
北
沢
川
文
化
遺
産
保
存
の
会
」会

員
）、
そ
の
他
の
世
田
谷
区
民
の
方
々
の
お
力
添
え
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

特
に
こ
の
四
人
の
方
々
に
は
、
ふ
わ
っ
と
雲
に
乗
せ
ら
れ
、

さ
し
た
る
苦
労
も
な
く
、
桜
丘
四
丁
目
の
加
藤
充
子
氏
の
も

と
に
運
ば
れ
た
よ
う
な
心
地
が
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
そ
の
体
験
か
ら「
品
川
用
水
」の
お
話
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
、
桜
丘
五
丁
目
の
岡
庭
英
雄
氏
に
も
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
突
然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加

藤
充
子
氏
の
心
温
ま
る
ご
協
力
の
お
陰
で
あ
る
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。
筆
者
の
聞
き
間
違
い
で
な
け
れ
ば
、
充
子
氏
は
、「
い

つ
か
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
る
と
思
っ
て
、
待
っ
て
い
ま
し
た
」、

と
も
言
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
今
回
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
方
々
の
お
名
前

を
記
し
て
み
ま
す
と
、
筆
者
は
本
当
に
人
に
恵
ま
れ
て
い
る
、

と
感
じ
入
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

令
和
二
年
（二
〇
二
〇
年
）五
月
吉
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（次
号
（そ
の
２
）に
続
く
） 

 放
談
く
ら
ぶ 

「
白
樺
と
民
藝
、
行
商
の
時
代
を
経
て
、 

男
女
の
平
等
へ
」
に
参
加
し
て 

芦
崎 

敬
己
（会
員
）  

朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
に
降
ら
れ
た
四
月
一
五
日(

土
）、

午
後
二
時
か
ら
あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
の
会
議
室
で
開
ら
か
れ

た
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
の
放
談
く
ら
ぶ「
白
樺
と
民
藝
、

行
商
の
時
代
を
経
て
、
男
女
の
平
等
へ」の
講
話
に
市
民
や
会

員
二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

開
催
を
知
ら
せ
る
チ
ラ
シ
で
は
、
タ
イ
ト
ル
が
示
す
範
囲
の
広

さ
に
、
講
師
の
海
津
に
い
な
氏
が
ど
ん
な
内
容
を
話
さ
れ
る
の

か
、
私
に
は
講
話
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
掴
め
ま
せ
ん
で
し
た
。 

講
話
の
構
成
が
小
見
出
し
で
、
①「
鉄
道
と
行
商
女
性
」と

し
て
、
重
い
大
き
な
籠
を
背
負
い
列
車
に
乗
り
、
逞
し
く
暮
ら

し
を
支
え
た
行
商
女
性
か
ら
の
聞
き
取
り
例
を
紹
介
す
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
か
と
思
う
と
、
次
に
は
、
②「
民
藝
の
妻
・・・

『
白
樺
カ
レ
ー
』」と
し
て
、
明
治
生
ま
れ
の
夫
・柳
宗
悦
と
共
に

民
藝
運
動
を
支
え
た
兼
子
は
、
妻
と
し
て
だ
け
で
な
く
自
ら
の

音
楽
芸
術
を
極
め
た
と
、
続
く
。「
カ
レ
ー
」を
ど
う
話
さ
れ
る

の
か
。
続
い
て
、
③「
山
の
神
と『
奥
さ
ん
』」と
し
て
、
か
つ
て
、

山
の
神
と
言
わ
れ
た「
奥
さ
ん
」の
現
状
は
ど
う
か
？
参
加
の

皆
様
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・時
代
の
変
化
を
ト
ー
ク
し
ま
す
。
と
説
明

さ
れ
た
。 

ト
ー
ク
で
き
る
自
信
な
ん
て
な
い
の
で
、
私
は
聞
く
だ
け
と
、

だ
ん
ま
り
を
決
め
込
ん
だ
。 

少
し
早
口
だ
が
海
津
氏
の
講
話
が
始
ま
っ
た
。 

初
め
に
海
津
氏
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
詳
細
は
省
く
が
大
学

卒
業
後
は
観
光
学
に
興
味
関
心
が
あ
り
、
現
在
で
も
続
け
て

い
る
様
で
す
。 

 

１ 

鉄
道
と
行
商
女
性 

海
津
氏
が
作
成
し
た
常
磐
線
を
中
心
に
し
た
鉄
道
開
通
の

概
要
年
表
と
近
隣
の
行
商
の
発
生
に
関
し
て
は
、
我
孫
子
が

元
々
江
戸
時
代
に
は
宿
場
町
で
、
明
治
二
九
（一
八
九
六
）年

の
常
磐
線
の
開
通
と
同
時
に
、
我
孫
子
駅
も
開
設
さ
れ
、
常

磐
炭
鉱
の
石
炭
輸
送
、
我
孫
子
駅
前
の
製
糸
工
場
への
生
糸
の

運
送
等
で
近
代
化
の
波
に
い
ち
早
く
乗
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

い
ま
す
。 

大
正
一
二(

一
九
二
三)

年
の
関
東
大
震
災
の
発
生
と
我
孫

子
町
で
の
行
商
の
発
生
と
そ
の
後
の
増
加
が
関
連
し
て
い
る
と

い
う
。
私
が
読
ん
だ
書
籍「
封
印
さ
れ
た
鉄
道
史
」（小
川
裕
夫

著
・彩
図
社
）に
も
行
商
が
盛
ん
に
な
っ
た
切
っ
掛
け
と
し
て
、

『
こ
の
震
災
に
よ
っ
て
首
都
東
京
は
壊
滅
的
な
被
害
に
遭
い
、

（…
…

中
略…

…

）東
京
の
胃
袋
を
千
葉
や
埼
玉
と
い
っ
た
農

産
地
が
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
』と
分
析
し
、
不
足
し
た

野
菜
等
の
農
産
物
を
行
商
が
補
完
し
て
き
た
と
い
い
ま
す
。 

更
に
、
昭
和
一
二
（一
九
三
七
）年
の
利
根
川
下
流
部
の
洪

水
被
害
に
よ
り
行
商
が
増
え
ま
し
た
。〔
前
出
の
著
作
で
は
昭

和
一
〇
（一
九
三
五
）年
〕 

し
か
し
、
昭
和
一
八
（一
九
四
三
）年
に
は
戦
争
遂
行
と
物

価
統
制
の
為
に
行
商
組
合
が
解
散
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

二
四
（一
九
四
九
）年
に
組
合
が
開
催
し
、
こ
の
間
は
、
戦
後
の

混
乱
で
行
商
行
為
は
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

戦
後
直
後
は
、
戦
争
で
夫
を
失
っ
た
未
亡
人
、
年
齢
や
体

力
的
に
農
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
女
性
が
担
い
、
大
い
に
繁
盛

し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。 

行
商
女
性
が
生
ま
れ
た
事
情
と
し
て
海
津
氏
は
、
東
京
は

大
消
費
地
と
な
っ
た
が
農
家
が
減
っ
た
こ
と
、
鉄
道
が
開
通
し

た
こ
と
、
男
性
に
あ
る
家
父
長
的
な
自
尊
心
が
比
較
的
な
い
こ

と
、
重
い
荷
物
を
背
負
う
重
労
働
で
は
あ
っ
た
が
金
銭
感
覚
や

接
遇
で
女
性
に
適
し
た
仕
事
内
容
だ
っ
た
こ
と
を
上
げ
て
い
ま

す
。
更
に
、
行
商
に
よ
る
現
金
収
入
で
女
性
自
身
が
好
き
な

物
を
買
え
る
こ
と
で
、
家
庭
内
で
の
発
言
権
や
経
済
的
地
位
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が
上
が
っ
た
こ
と
を
特
徴
付
け
て
い
ま
す
。 

海
津
氏
は
、
ご
自
身
が
平
成
一
一
（一
九
九
九
）年
に
行
っ

た
、
行
商
人
の
Ｓ
・い
と
さ
ん
（当
時
六
六
歳
）に
対
し
て
行
っ
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
初
め
の
内
は
行
商
の
辛
さ
・恥
ず
か
し
さ
が

あ
っ
た
が
、
一
五
年
掛
か
っ
て
行
商
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
知

っ
た
と
の
言
葉
を
聞
い
た
と
い
い
ま
す
。 

私
自
身
は
、
戦
前
か
ら
続
く
都
市
化
の
現
象
が
農
村
に
お

い
て
も
消
費
経
済
に
巻
き
込
ま
れ
、
更
に
戦
後
は
現
金
収
入
の

必
要
性
が
一
層
高
ま
っ
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

因
み
に
、
私
は
、
東
京
都
江
東
区
生
ま
れ
で
、
二
四
歳
ま
で

実
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
我
が
家
に
も「
千
葉
の
お
ば
さ
ん
」

と
呼
ん
で
、
行
商
の
女
性
が
時
々
来
て
い
ま
し
た
。
手
拭
い
を

姉
さ
ん
被
り
に
し
て
、
コ
メ
や
野
菜
を
担
い
で
回
っ
て
き
て
、
我

が
家
の
玄
関
の
た
た
き
で
荷
を
解
い
て
、
近
所
の
人
と
共
に
コ

メ
や
野
菜
・餅
な
ど
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
母
が
お
茶

と
漬
物
、
冬
は
味
噌
汁
等
の
有
り
合
わ
せ
の
物
を
出
し
て
、
一

緒
に
昼
食
を
摂
っ
た
思
い
出
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 ２ 

民
藝
の
妻…

「
白
樺
カ
レ
ー
」 

我
孫
子
と
言
え
ば
、
民
藝
運
動
の
発
祥
の
地
で
、
白
樺
派

文
士
達
が
産
声
を
上
げ
巣
立
っ
て
行
っ
た
地
と
し
て
有
名
で
す

が
、
民
藝
運
動
の
提
唱
者
の
柳
宗
悦
の
妻
で
、
声
楽
家
の
柳
兼

子
が
夫
の
影
に
な
り
民
藝
の
仲
間
達
を
支
え
な
が
ら
も
、
自

ら
の
音
楽
芸
術
を
極
め
る
活
動
を
八
〇
歳
を
超
え
て
も
独
唱

す
る
姿
を
映
像
に
よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
映
像
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画『
兼
子
』（二
〇
〇

七
年
・渋
谷
昶
子
（し
ぶ
や
の
ぶ
こ
）
監
督
）で
一
部
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
柳
兼
子
の
顔
写
真
や
挿
絵
は
、
何
度
か
見
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
独
唱
し
て
い
る
声
を
聞
く
こ
と
は
初
め

て
で
し
た
。 

柳
兼
子
は
、
明
治
二
五
（一
八
九
二
）年
東
京
生
ま
れ
で
、

声
楽
家
（ア
ル
ト
）。
東
京
音
楽
学
校
（東
京
藝
大
）卒
業
後
、
大

正
二
（一
九
一
四
）年
に
柳
宗
悦
と
結
婚
し
、
我
孫
子
に
住
ま

い
ま
す
。 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
新
婚
生
活
を
し
て
い
た
頃
に
、

日
本
政
府
の
朝
鮮
半
島
への
同
化
政
策
に
反
発
し
、
夫
婦
と
も

に
朝
鮮
へ渡
り
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
、
同
地
の
人
々
と
深
い
親

交
を
結
ん
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

更
に
、
柳
宗

悦
と
、
陶
芸
家
の

浅
川
伯
教
・巧
兄

弟
と
共
に
朝
鮮

文
化
を
深
め
て「
朝

鮮
民
族
美
術
館
」

設
立
に
奮
闘
し
ま

す
。 バ

ー
ナ
ー
ド
・

リ
ー
チ
と
の
親

交
で
、
英
国
風
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
に
味

噌
を
使
っ
て
ア
レ

ン
ジ
し
た
カ
レ
ー

を
作
り
、
仲
間
に

振
舞
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
味
や
レ
シ
ピ
を
研
究
し
て
、
平
成
一
九

（二
〇
〇
七
）年
に「
白
樺
派
の
カ
レ
ー
」が
地
元
有
志
に
よ
り

開
発
さ
れ
ま
し
た
。 

兼
子
は
、
映
像
の
中
で
、
ピ
ア
ノ
の
前
に
立
ち
、
和
服
を
着

て
、
右
手
を
ピ
ア
ノ
に
載
せ
、
伸
び
や
か
に
歌
っ
て
い
ま
す
。
姿

も
声
も
素
敵
で
す
。 

オ
ペ
ラ「
カ
ル
メ
ン
」か
ら「
ハ
バ
ネ
ラ
の
唄
」、「
早
春
譜
」等
を

聞
き
ま
し
た
。 

声
楽
家
と
し
て
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
な
く
続
け
よ
と
言
う

夫
は
、
一
見
理
解
あ
る
風
だ
っ
た
が
、
明
治
生
ま
れ
の
夫
・宗

悦
は
口
ほ
ど
に
家
事
育
児
を
分
担
す
る
訳
で
は
な
く
、
兼
子

が
一
家
の
家
計
、
民
藝
活
動
を
一
手
に
支
え
続
け
、
自
ら
の
芸

を
貫
い
た
、
白
樺
唯
一
の
女
性
芸
術
家
だ
っ
た
と
海
津
氏
は
、

評
し
て
い
ま
す
。 

 ３ 

山
の
神
と「
奥
さ
ん
」 

さ
て
、
講
話
の
最
後
の
項
目
は
、
近
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
室
で
、

王
位
継
承
を
性
別
に
よ
ら
ず
に
長
子
継
承
に
改
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
次
期
女
王
が
誕
生
す
る
王
室
が
増
え
る
予
想
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
の
天
皇
系
図
を
示
し
て
、
か
つ
て
女
性
天
皇
が

い
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

日
本
に
は「
山
の
神
」と
言
う
こ
と
ば
が
あ
り
、
か
つ
て
お
宅

の
奥
に
い
た
の
で「
奥
さ
ん
」な
ど
と
言
わ
れ
た
も
の
の
、
現
状

で
は
ど
う
な
の
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。 

山
の
神
と
の
呼
び
方
は
、
今
で
も
通
用
す
る
か
ど
う
か
、
参

加
者
に
対
し
て
問
い
か
け
ま
し
た
。 

 ４ 

終
わ
り
に 

講
話
の
終
了
時
間
が
迫
っ
て
来
て
、
正
に
放
談
く
ら
ぶ
と
し

て
の
参
加
者
と
の
意
見
交
換
に
は
、
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
二
～
三
の
質
問
が
出
ま
し
た
。 

私
自
身
も
、
だ
ん
ま
り
を
決
め
込
ん
で
い
よ
う
と
思
い
ま
し

た
が
、
講
話
の
途
中
か
ら
今
回
の
講
話
が
、
女
性
の
生
き
づ
ら

さ
の
歴
史
の
中
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
、

女
性
自
身
が「
生
」（生
き
る
）を
築
い
て
い
る
か
を
考
え
て
貰

う
き
っ
か
け
に
し
た
か
っ
た
の
か
と
感
じ
、
思
わ
ず
確
認
の
質

問
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

江
戸
時
代
は
勿

論
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
、
平
成
を
経
て

令
和
の
時
代
に
至

り
ま
し
た
が
、
私
た

ち
の
社
会
の
男
女

平
等
に
関
し
て
は
、

そ
の
理
念
に
は
ま
だ

ま
だ
至
っ
て
な
い
と

感
じ
ま
す
。 

至
っ
て
い
な
い
ギ

ャ
ッ
プ
を
私
自
身
も
、

日
々
ど
う
埋
め
る

よ
う
に
行
動
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。 

自
問
し
て
も
答

え
が
出
ず
に
、
や
っ
ぱ
り
だ
ん
ま
り
す
る
し
か
な
い
の
か
。 
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「民
藝
運
動
」と
式
場
隆
三
郎 

❘
精
神
科
医
の
芸
術
探
究 

 

美
崎 

大
洋 

 本
業
の
精
神
医
療
の
ほ
か
、
ゴ
ッ
ホ
ら
芸
術
家
の
研
究
や
、

２
０
０
冊
に
も
及
ぶ
著
作
の
刊
行
な
ど
多
彩
な
活
動
を
し
た
式

場
隆
三
郎
。
し
か
し
そ
の
活
動
が
余
り
に
も
多
岐
に
亘
る
た
め
、

式
場
の
全
体
像
は
曖
昧
に
な
り
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。 

式
場
隆
三
郎
は
、
１
８
９
８
年
７
月
２
日
、
新
潟
県
中
蒲
原

郡
五
泉
町
（現
五
泉
市
）に
生
ま
れ
た
。 

新
潟
医
学
専
門
学
校
（現
在
の
新
潟
大
学
医
学
部
）に
入
学
、

１
９
２
１
年
に
同
校
を
卒
業
し
、
医
学
博
士
に
。
以
降
、
新
潟

脳
病
院
で
の
勤
務
、
東
京
で
の
神
経
科
医
院
の
開
業
、
静
岡
脳

病
院
院
長
への
就
任
等
、
精
神
科
医
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
重

ね
て
い
っ
た
。 

式
場
病
院
の
創
設
（当
時
は
国
府
臺
病
院
）は
１
９
３
６
年
、

式
場
３８
歳
の
と
き
の
こ
と
。
風
光
明
媚
な
千
葉
県
市
川
市
国

府
台
の
地
で
、
彼
の「
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
精
神
科
に
明
る
さ
を

取
り
入
れ
、
よ
り
文
化
的
で
和
や
か
な
空
気
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
」と
い
う
想
い
は
、
芸
術
の
潤
い
が
あ
ふ
れ
る
空
間
づ
く

り
、
広
大
な
バ
ラ
園
の
造
営
、
近
代
的
な
病
棟
の
建
設
な
ど
に

結
実
し
、
そ
れ
ら
は
日
本
の
精
神
医
療
界
に
大
き
な
一
石
を

投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
う
し
た
革
新
的
な
医
療
の
根
底
に
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
心

を
寄
せ
て
い
た
文
学
への
素
養
、
白
樺
派
の
人
々
や
芸
術
家
ら

と
の
交
友
な
ど
、
医
療
活
動
以
外
で
数
多
く
関
わ
っ
た
事
象
か

ら
得
た
知
見
や
思
想
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は「
芸

術
病
理
学
」の
面
か
ら
、
ゴ
ッ
ホ
や
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
ら
芸
術
家
の

研
究
・紹
介
、
山
下
清
の
教
育
支
援
、
草
間
彌
生
の
発
掘
、
そ

し
て
柳
宗
悦
が
主
導
し
た
民
藝
運
動
への
参
画
、
多
く
の
書
籍

の
刊
行
な
ど
の
活
動
が
相
互
に
連
関
し
合
い
、
式
場
病
院
で
の

医
療
に
大
き
く
還
元
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

と
こ
ろ
で「
民
藝
運
動
」と
言
え
ば
誰
も
が
柳
宗
悦
の
名
前

を
挙
げ
る
。
式
場
は
柳
の
陰
に
隠
れ
て
目
立
た
な
い
が
、
民
藝

運
動
の
実
戦
部
隊
と
し
て
柳
と
協
力
し
、
時
に
は
柳
を
助
け
、

陰
に
陽
に
活
動
、
活
躍
し
た
。 

今
回
、
式
場
隆
三
郎
の
活
動
の
実
態
を
披
露
し
そ
の
実
像

が
少
し
で
も
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。 

 

「
放
談
く
ら
ぶ
」
で
美
崎
大
洋
氏
の
講
演
を
開
催
予
定 

日
時 

６
月
２４
日
（土
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

ア
ビ
ス
タ
第
２
学
習
１ 

 
 

（詳
細
に
つ
い
て
は
１２
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
） 

 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
人
一
首
を
楽
し
む
会
（番
外
） 

美
崎 

大
洋 

今
月
の
歌
（恋
の
歌
そ
の
２２
） 

う
ら
み
わ
び 

ほ
さ
ぬ
袖
だ
に 

あ
る
も
の
を 

恋
に
く
ち
な
む 

名
こ
そ
を
し
け
れ 

 
 

 

（６
５
） 

 【
現
代
語
訳
】 

恨
ん
で
恨
む
気
力
も
な
く
な
り
、
泣
き
続
け
て
涙
を
乾
か
す

ひ
ま
も
な
い
着
物
の
袖
さ
え
（朽
ち
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
の
が
）

惜
し
い
の
に
、
さ
ら
に
こ
の
恋
の
お
か
げ
で
悪
い
噂
を
立
て
ら

れ
、
朽
ち
て
い
く
だ
ろ
う
私
の
評
判
が
惜
し
い
の
で
す
。 

 【
語
句
】 

【
恨
み
わ
び
】「
～
わ
ぶ
」は「
気
力
を
失
う
」と
い
う
意
味
。【
ほ

さ
ぬ
袖
（そ
で
）だ
に
】「
ほ
さ
ぬ
袖
」は
、
い
つ
も
泣
い
て
涙
を
拭

い
て
い
る
の
で「
乾
く
ひ
ま
も
な
い
袖
」と
い
う
意
味
。
副
助
詞

「
だ
に
」は「
～
で
さ
え
」の
よ
う
な
意
味
で
、
程
度
の
軽
い
も
の

を
示
し
て
、
重
い
も
の
を
類
推
さ
せ
る
。【
あ
る
も
の
を
】「
あ

る
」の
前
に「
口
惜
し
」を
補
っ
て
考
え
る
。「
も
の
を
」は
詠
嘆
を

こ
め
た
逆
接
の
接
続
助
詞
で「
袖
が
朽
ち
る
の
さ
え
悔
し
い
の

だ
か
ら
」と
、
後
に
恋
で
悪
い
噂
が
立
つ
こ
と
と
比
較
し
て
い
る
。

【
恋
（こ
ひ
）に
朽
ち
な
む 

名
こ
そ
惜
し
け
れ
】「
な
」は
完
了
の

助
動
詞「
ぬ
」の
未
然
形
で
、「
む
」は
推
量
の
助
動
詞「
む
」の
連

体
形
。「
名
」は「
評
判
」の
意
味
で
、「
こ
そ
」は
強
調
の
係
助
詞
。 

「
失
恋
の
噂
で
汚
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
私
の
評
判
が
と
て
も
残

念
だ
」と
い
う
意
味
に
な
る
。 

 【
作
者
】 

 

相
模
（さ
が
み
。
９
９
８
？
～
１
０
６
８
？
）源
頼
光
（よ
り
み

つ
）の
娘
、
も
し
く
は
養
女
と
言
わ
れ
る
。
相
模
守
の
大
江
公

資
（き
み
よ
り
）の
妻
と
な
り
任
国
へ一
緒
に
行
っ
た
の
で
、
相
模

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歌
論
集「
八
雲
御
抄
（や
く
も
み

し
ょ
う
）」で
は
赤
染
衛
門
、
紫
式
部
と
並
ぶ
女
流
歌
人
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
生
活
で
は
悩
み
が
多
く
、

夫
の
任
地
相
模
国
に
随
行
し
た
も
の
の
、
結
婚
生
活
が
破
綻
し
、

１
０
２
５
年
（万
寿
２
年
）頃
離
別
し
た
。
こ
の
頃
、
四
条
大
納
言

藤
原
公
任
の
息
男
で
あ
り
、
自
身
も
歌
人
と
し
て
名
高
い
中

納
言
藤
原
定
頼
（さ
だ
よ
り
）や
源
資
道
（す
け
み
ち
）
と
恋
愛

し
た
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
。
一
条
天
皇
の
第
一
皇
女
、
脩

子
内
（し
ゅ
う
し
な
い
）親
王
の
女
房
と
な
り
、
歌
人
と
し
て
の
評

価
を
固
め
た
。 

彼
女
は
数
々
の
歌
合
に
名
を
つ
ら
ね
、
後
朱
雀
・後
冷
泉
朝

の
歌
壇
で
活
躍
し
た
。
ま
た
彼
女
は
和
歌
六
人
党
（藤
原
範

永
・平
棟
仲
・藤
原
経
衡
・源
頼
実
・源
頼
家
・源
兼
長
）の
歌
道

の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
能
因
法
師
・和
泉

式
部
・源
経
信
な
ど
と
の
交
流
も
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
か
ら
窺

え
る
。『
後
拾
遺
和
歌
集
』で
は
和
泉
式
部
に
つ
い
で
第
二
位
の

入
集
歌
数
を
誇
る
他
、
以
降
の
勅
撰
集
、
家
集
等
に
多
数
作

品
を
残
し
て
い
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

恋
愛
関
係
が
表
面
化
す
る
藤
原
定
頼
と
は
、
任
国
下
向
以

前
か
ら
何
ら
か
の
交
流
が
あ
り
、
好
意
を
抱
い
て
い
た
。
大
江

公
資
に
強
引
に
妻
に
さ
れ
、
任
国
下
向
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
彼

女
に
と
っ
て
不
本
意
な
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
も
、
夫
公
資
は
や
が

て
現
地
の
女
性
と
懇
ろ
に
な
り
・・・と
い
っ
た
悩
み
を
、
１
０
２

４
年
（治
安
４
年
）正
月
、
百
首
の
歌
に
詠
ん
で
伊
豆
走
湯
権
現

の
社
頭
に
埋
め
た
。
す
る
と
４
月
に
な
っ
て
、
権
現
か
ら
の
返

歌
だ
と
称
す
る
百
首
の
歌
が
社
僧
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
彼

女
は
、
そ
れ
に
対
し
て
更
に
百
首
の
返
歌
を
詠
ん
だ
。
家
集
に

は
そ
れ
ら
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
権
現
作
と
称
す
る
百
首
を

詠
ん
だ
の
が
誰
な
の
か
は
未
だ
に
不
明
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、

夫
が
愛
人
を
作
っ
た
こ
と
を
訴
え
る
歌
、 
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あ
び
こ
だ
よ
り
１
０
６
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B8%E6%A8%A1%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/1025%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E5%85%AC%E4%BB%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E5%AE%9A%E9%A0%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%8C%E5%90%88
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%92%8C%E6%AD%8C%E5%85%AD%E4%BA%BA%E5%85%9A&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E7%AF%84%E6%B0%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E7%AF%84%E6%B0%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%A3%9F%E4%BB%B2
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E8%97%A4%E5%8E%9F%E7%B5%8C%E8%A1%A1&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E9%A0%BC%E5%AE%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E9%A0%BC%E5%AE%B6_(%E6%91%82%E6%B4%A5%E6%BA%90%E6%B0%8F)
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%BA%90%E5%85%BC%E9%95%B7&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%83%BD%E5%9B%A0%E6%B3%95%E5%B8%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E6%B3%89%E5%BC%8F%E9%83%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E6%B3%89%E5%BC%8F%E9%83%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E7%B5%8C%E4%BF%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%8C%E6%8B%BE%E9%81%BA%E5%92%8C%E6%AD%8C%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E6%B3%89%E5%BC%8F%E9%83%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8B%85%E6%92%B0%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/1024%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%B1%86%E5%B1%B1%E6%A8%A9%E7%8F%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%B1%86%E5%B1%B1%E6%A8%A9%E7%8F%BE


 

わ
か
く
さ
を
こ
め
て
し
め
た
る
は
る
の
ゝ
に  

わ
れ
よ
り
ほ
か
の
す
み
れ
つ
ま
す
な 

 権
現
（夫
本
人
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
る
）が
な
だ
め
る
つ

も
り
で
、 

な
に
か
思
な
に
を
か
な
げ
く
は
る
の
ゝ
に  

き
み
よ
り
ほ
か
に
す
み
れ
つ
ま
せ
じ 

 

と
こ
ろ
が
、
ご
ま
か
し
て
も
無
駄
だ
と
火
に
油
、 

も
え
ま
さ
る
や
け
の
ゝ
の
べ
の
つ
ぼ
す
み
れ 

つ
む
ひ
と
た
え
ず
あ
り
と
こ
そ
き
け 

 

「
焼
け
野
の
野
辺
の
坪
菫
」と
い
う
表
現
に
、
浮
気
相
手
の
田

舎
女
に
対
す
る
敵
意
と
蔑
視
が
感
じ
ら
れ
る
。
別
の
歌
で
は

女
を「
そ
ほ
づ
」（案
山
子
）に
も
例
え
て
い
る
。 

  

関
連
狂
歌 

恨
み
わ
び
涙
の
雨
に
濡
れ
に
け
り 

 

わ
が
身
の
虫
は
き
て
も
か
ひ
も
な
し 

 

う
ら
み
侘
び
ほ
さ
ぬ
袖
だ
に
あ
る
も
の
を 

此
の
四
五
日
は
雨
の
日
ぐ
ら
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

洗
濯
物
が
干
せ
ず
に
雨
を
恨
む 

 

売
れ
ず
侘
び
干
さ
ぬ
鮎
だ
に
あ
る
も
の
を 

塩
に
く
ち
な
む
名
こ
そ
お
し
け
れ 

 
 

 
 

 
 

売
れ
残
っ
た
鮎
は
塩
漬
け
と
は
名
前
が
泣
く 

 関
連
川
柳 

糞(

こ
い)

に
朽
ち
な
む
酒
樽
や
油
だ
る 

二
三
日
間
が
あ
り
や
相
模
う
ら
み
わ
び 

参
考
文
献
） 

淡
光
ム
ッ
ク 

百
人
一
首
入
門 

有
吉
保
・神
作
光
一 

監
修

（淡
光
社
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
百
人
一
首
各
種
投
稿
文 

  

 

１１                                我孫子の文化を守る会                              

我孫子市白樺文学館基金にご協力をお願いします 
 

我孫子市白樺文学館基金とは 
我孫子市白樺文学館の事業の充実を図るための基金として令和5年度から設置されました。 

文学館の設備リニューアルなど、我孫子市白樺文学館の充実に関する事業のための基金です。 
 

文学館事業充実のために 
白樺文学館は、平成13年に私立として開館し、平成21年に我孫子市に移管され「我孫子市白樺文学

館」として再出発しました。白樺派の魅力をはじめ、我孫子ゆかりの文人、画家たちを紹介するために

資料収集、調査研究を行っています。 

 白樺文学館が今まで以上に魅力ある展示、企画を実施して行くためには展示ケースを新しくするなど

設備更新が不可欠です。 

 我孫子の魅力度向上のため、皆様のご協力をお願いします。 
 

募金方法 
白樺文学館、我孫子市教育委員会文化・スポーツ課内に募金箱を設置するほか、白樺文学館が主催 

するイベントなどでも募金箱を設置しています。 

また、我孫子市教育委員会文化・スポーツ課の窓口でも対応していますので、お気軽にお問い合わせ 

ください。 
 

ふるさと納税の使い道としても選択できます 
ふるさと納税の使い道として、我孫子市白樺文学館基金を選択することができます。 

詳しくはふるさと納税のページをご覧ください。 
 

（白樺文学館より）  
常設テーマ「白樺派と我孫子2023」2月1日から開催中です。 
今回の常設テーマ展では、山田家コレクションを中心に紹介します。初公開資料もありますので、ぜひ 

この機会にお越しください。会期 2月 1日（水曜日）から 7月 9日（日曜日）まで。 
 
シリーズ動画「我孫子を愛した文人たち」配信中 
白樺文学館と杉村楚人冠記念館が我孫子インフォメーションセンターアビシルベと協力して動画を作成

しました（各館全 10回、1回 10分程度）。各館の学芸員がそれぞれのテーマについて楽しく語ります。 

ぜひご覧ください。                  
（我孫子市公式ホームペジより） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A1%88%E5%B1%B1%E5%AD%90
https://www.city.abiko.chiba.jp/kurashi/furusato/index.html


四
十
回
短
歌
の
会
（
最
終
採
択
の
一
首
） 

三
月
二
十
一
日
実
施 

 
 
 
 
 
 

工
作
で
子
の
作
り
た
る
鍋
敷
き
は 

古
び
し
た
れ
ど
食
卓
に
あ
り 

村
上 

智
雅
子  

冬
の
終
り
告
げ
て
咲
く
と
う
ク
ロ
ッ
カ
ス 

春
陽
を
受
け
て
黄
に
か
が
や
け
り 

納
見 

美
恵
子  

卒
業
の
孫
む
す
め
の
持
つ
ス
イ
ト
ピ
ー 

ゆ
れ
て
ひ
と
り
母
深
き
た
め
息 

佐
々
木 

侑  

沼
辺
り
に
マ
ス
ク
外
し
て
一
息
す
れ
ば 

水
面
を
連
れ
行
く
仲
良
し
真
鴨 

飯
高 

美
和
子  

山
茶
花
の
散
し
間
も
無
く
こ
ぶ
し
咲
く 

最
速
開
花
に
花
水
木
ま
で 

芦
崎 

敬
己  

希
望
校
の
夢
叶
わ
ず
も
受
験
終
え 

孫
の
笑
顔
に
胸
な
で
お
ろ
し 

美
崎 

大
洋  

一
期
一
会
と
思
ほ
へ
る
人
ま
た
逝
き
て 

風
花

か
ざ
は
な

ま
ひ
く
白
く
幽 か

す

か
に 

伊
奈
野 

道
子  

永
き
冬
終
は
り
を
告
げ
る
花
の
兄 

色
も
か
を
り
も
今
春
め
き
て 

松
浦 

彩 
 

 
 

「
花
の
兄
」・・・「
梅
」の
こ
と
。
梅
は
、
早
春
、
ど
の
花
よ
り
も
先

に
咲
く
こ
と
か
ら「
花
の
兄
」「
花
兄
（か
け
い
）」と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
・俳
句
で
は
春
の
季
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

因
み
に「
花
の
弟
」は「
菊
」（編
集
者
註
） 

 

楚
人
冠
俳
句 

 

昭
和
九
年 

夏 
 

立
話
蛙
が
な
い
て
や
め
に
け
り 

 

苔
水
の
石
に
し
み
出
る
氷
室

ひ

む

ろ

か
な 

 

扇
上
げ
て
そ
れ
と
別

わ
か
れ

を
知
ら
せ
け
り 

 

妄
執
の
一
絲
を
つ
け
ぬ
裸
形

ら
ぎ
ょ
う

か
な 

 

墨
の
香
の
晝
樓
に
籠
る
初
夏
の
雨 

 

磯
に
乾
く
島
の
盆 ぼ

ん

供 く

の
鶏
頭
花 

 

当
会
の
行
事
予
定 

□ 

我
孫
子
市
後
援
・
文
化
講
演
会
と
総
会 

講
演
会 

日
時 

６
月
９
日
（金
）
１４
時
～
１５
時
半 

会
場 
あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル 

講
師 
山
本
鉱
太
郎
氏 

演
題 

「
白
樺
派
の
文
人
た
ち
の
我
孫
子
時
代
・そ
の
後
」 

参
加
費 

３
０
０
円
（会
員 

無
料
） 

総
会 

 

日
時 

６
月
９
日
（金
）
１６
時
～
１６
時
４５
分 

会
場 

あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル 

 

□
「
放
談
く
ら
ぶ
」 

日
時 

６
月
２４
日
（土
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

ア
ビ
ス
タ
第
２
学
習
室 

講
師 

美
崎
大
洋
氏
（当
会
役
員
） 

演
題 

「「
民
藝
運
動
」と
式
場
隆
三
郎 

―

精
神
科
医
の
芸
術
探
究―

」  
 

 

参
加
費
、
会
員
無
料
、
非
会
員
三
〇
〇
円 

申
し
込
み
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（７
１
８
５
）０
６
７
５ 

佐
々
木
ま
で 

 

（
１０
ペ
ー
ジ「
あ
び
こ
だ
よ
り
」参
照
く
だ
さ
い
） 

□
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
短
歌
の
会
」 

第
四
十
一
回
短
歌
の
会 

日
時 

５
月
２３
日
（火
）
１３
時
３０
分
〜 

場
所 

け
や
き
プ
ラ
ザ
１０
階
小
会
議
室  

◎
短
歌
に
興
味
の
あ
る
方
、
見
学
＆
体
験
が
で
き
ま
す
。 

 

我
孫
子
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況 
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接種状況（令和５年5月７日時点暫定値） 

オミクロン対応ワクチン（初回接種修了者） 

年齢 接種対象者 接種者数 接種率％ 

12歳 

以上 
109,063 64,540 59.18 

５回目    

年齢 接種対象者 接種者数 接種率 

60歳 

以上 
49,499 32,428 65,51 

４回目    

年齢 接種対象者 接種者数 接種率 

全年齢 

（12歳以上） 
121,665 65,970 54.22 

編
集
後
記 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
５
月

８
日
か
ら「
５
類
感
染
症
」に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
様
に
、
医
療
費
等
に
つ
い
て
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
自
己
負

担
と
な
っ
た
▼
す
で
に
３
月
１３
日
か
ら
、「
マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の

判
断
」と
い
う
こ
と
に
な
り「
本
人
の
意
思
に
反
し
て
周
り
が
マ
ス
ク

の
着
脱
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
」厚
生
労
働
省
も
指
導
し
て
い

る
。
確
か
に
電
車
内
で
も
チ
ラ
ホ
ラ
マ
ス
ク
無
し
の
人
を
み
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
・▼
流
行
と
は
違
う
が
、
国
の
方
針
に
よ
り
国
民
の

考
え
方
や
、
や
り
方
が
誘
導
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。「
押
印
廃
止
」

も
世
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
に
沿
っ
て
国
が
方
針
を
変
え
た
一

例
だ
ろ
う
▲
あ
る
任
意
団
体
で
会
計
監
査
を
務
め
る
人
が
押
印

廃
止
と
い
う
時
代
の
流
れ
を
理
由
に
監
査
報
告
書
への
押
印
を
頑

な
に
拒
否
し
た
。
し
か
し
こ
の
人
、
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た「
マ
ス
ク
着

用
」に
つ
い
て
真
っ
先
に
実
行
す
る
か
と
期
待
し
た
が
、
頑
固
に
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
い
る
。
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
ま
す
が
・・。
（美
崎
） 

 

当会のホームぺージ http://abikonobunka.sakura.ne.jp/ 
 

http://abikonobunka.sakura.ne.jp/

